
調査機関：ＩＰＳＯＳ社（外務省委託）    
調査対象：メキシコ、ブラジル、コロンビア、チリ、トリニダード・トバゴの 
     18歳以上の国民 各国 約300～４００名（計1,707名） 
調査方法：オンライン方式 

調査時期：2014年12月～2015年２月   

  Q. あなたの国にとって， 
現在／将来重要なパートナーは， 
次の国のうちどれですか。（複数選択） 

Q. あなたの国における日本企業の進出を
どう思いますか。 

26％ 

どちらかというと歓迎する 
・どちらかというと 
 歓迎しない8% 
・歓迎しない2% 

歓迎する 

 日本企業の進出 

 中南米の重要なパートナー    日本は最も信頼できる国 

日本との関係 

日本との関係に関し肯定的イメージが広がっている  
（日本との関係が良好とした数が７割以上） 

<

全
体>

 

進出について約８割が歓迎 

 ドイツ 

４２％ 

３１％ 

３０％ 

２３％ 

良好 

74％ 

どちらかというと良好 

・どちらかというと良好 
 ではない：3% 
・良好だとは思わない：1% 

Q あなたの国と日本との 
 関係は全体として良好だ  
と思いますか。 

<

全
体>

 

   調査対象国別に見ると，メキシコ,ブラジル,チリ 
   の3カ国が日本を最も信頼できる国と評価。 

（コロンビアでは，米国22％，日本19％の評価を 
得て米国に次いで信頼されている。） 

80％ 
Q. 次の国のうち、最も信頼できる国は 
 どの国ですか。 
(日本，米国，ロシア，中国，韓国， 
豪州，インド，英国，フランス，ドイツ， 
スペイン，イタリア,ポルトガル,その他 
より１つ選択）  

54％ 

・調査対象国別に見ると，現在重要な 
パートナーについて，日本を選択した数が 
多かった国はブラジル，チリでそれぞれ 
42％，37％。 
・将来重要と考えるパートナーについては， 
すべての国で日本を選択した数が最も多かった。 

41% 
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〈現在〉 

〈将来〉 
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３３％ 

２９％ 
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中南米地域5カ国における対日世論調査 結果概要 
メキシコ，ブラジル，コロンビア，チリ，トリニダード・トバゴ 

33% 

３０％ 
 地球儀を俯瞰する外交 

   
  Q. 安倍総理は,｢地球儀を俯瞰する外交｣とし

て,2014年7月下旬から8月初旬に,あなたの国を訪問
しました。このような総理の活動をどのように評価
しますか。 

51％ 

評価できる 

25％ 

どちらかというと評価できる 

・どちらかといえば 
 評価できない4% 
・評価できない1% 
（わからない １９％） 
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76％ 

約９割が日系人の貢献性を認識 

Q. あなたの国に移住した日本人，日系人
は地域社会の発展のため貢献している
と思いますか。 

日系人は地域社会発展に貢献している 

・どちらかといえば 
 貢献していない5% 
・貢献していない1% 
・わからない8% 

５８％ 

貢献している 

２９％ 

どちらかといえば貢献している 

87％ 


